
今回は、神奈川県横浜市において令和４年３月に竣工した日本初の地上１１階建て高層
純木造耐火建築物「Ｐｏｒｔ Ｐｌｕｓ」について取材してきました。 Ｐｏｒｔ Ｐｌｕｓ は、株式会社大
林組が設計・施工した、地上の主要構造部となる柱・梁・床・壁・屋根のすべてを木で構成
する次世代型研修施設です。

関東森林管理局東京事務所

取材レポート 第17回

Port Plus （ポートプラス）

重厚な木構造とダブルスキンカーテンウォールのファサード。２枚のガラスの間にブラインドを設置して、
窓際の熱を効率良く循環させながら各階の軒下から排気しています。空調機器の負荷を低減するなど、省
エネと高い意匠性を同時に実現しています。

神奈川県庁にほど近いオフィス街の一画に明るく重厚な木構造の高層ビルが突如として
現れます。通りから見上げる外観は、 ダブルスキン（ガラス）カーテンウォールとその中に透け
るシンメトリーな架構が整然と配置され、１階、５～６階と８階の一部は、木構造体が外部に露
出していて、その存在感をより強調しています。

正面の道路沿いに公開空地を含めた歩道と芝生スペース
を確保し、天空率による道路斜線制限の緩和を行ってい
ます。

建物全体の木材使用量は、1,990㎥（うち構造材1,675㎥、内装材315㎥）で国産材の
割合が約７割を占めています。利用した木材に係る炭素固定量は、1,652トン（林野庁が作
成する炭素貯蔵量の計算シートにより試算）。また、材料製作から建設、解体・廃棄までの全
工程（ライフサイクル）において発生する炭素量は、鉄骨造と比較して1,700トンの削減効果
があり、都市部の脱炭素・温暖化防止に大きく寄与しています。
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剛接合仕口ユニットの見本も展示されています。

日本初３時間耐火のオメガウッド（耐火）を採用した柱（ＬＶＬ
700×500mm カラマツ）と梁（ＬＶＬ 900×500mm カラマツ）。
表面には美しい無節のスギ羽目板（厚20mm）が施されています。
その太さと質感に圧倒されます。

構造躯体となる柱と梁は、カラマ
ツＬＶＬ（単板積層材）を使用してい
ます。基本的にＬＶＬは、単板を接着
剤で積層圧着した製品を、更に２
次接着して大断面化しますが、解
体後のカスケード利用を想定して、
接着剤を用いない「つづり材」仕様
としています。
また、耐火性能を確保するため、

燃えしろ層・燃え止まり層による大
林組の自社技術「オメガウッド（耐
火）」（技術協力：株式会社シェル
ター）を用いて、１階には日本初の
木質３時間耐火、２～７階は２時間
耐火、８階以上は１時間耐火を実
現しています。

木造で高層建築を実現するためには剛性を確保しなければなりません。今回、大林組は
ＬＶＬの柱と梁の部材（厚150㎜）をＧＩＲ工法（木材に穴をあけ、鋼製の接合具を挿入して
接着剤で固定する接合法）で接合した２つの構面の内側に、木質仕口パネル（超厚物合板
厚200㎜）を貫として活用した構面を挟み込み、ドリフトピンで一体化する「剛接合仕口ユ
ニット」を開発しました。このユニットのスパンは、2.8mと独自のモジュールを採用しています。
その理由として、宿泊室のサイズとトラックで輸送可能なサイズにぴったり収まり、設計者と
施工者によるマッチングの成果だということです。

高耐火性能を実現する「オメガウッ
ド（耐火）」の見本（２時間耐火）。
３時間耐火の仕様は、燃え止まり層
となる石膏ボードを４枚使用します。

ユニット化することで工場において高い品質の
製品を製作できるというプレファブリケーションの
有効性を確認できたこと、トラックによる輸送効率
の向上、一体化されたユニットを現場で組み上げ
ることが可能となりました。１フロア当たり鉄骨造
で通常１０日間の施工期間を見込むところ、実質
７日間で施工することができ、工期短縮を図って
います。
また、架構を木造とすることにより、コンクリート

打設が無いため粉塵等が発生せず、空気環境が
良いことや、大きな騒音を発生させずに作業を進
められること、溶接作業のない施工方法となり火
災の危険性が低減するなど、建設現場における作
業環境の快適性・安全性が改善されています。
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床に使用しているCLT（直交集成板）は、コンクリートスラブ（床版）に比べて軽量となる反
面、重量物による床衝撃音の遮断性能の確保が課題となっていました。このことから耐火被覆
したCLT床と表面仕上げの間に構造用合板の根太（上下２段）を配置して、板バネとして作用
させることで振動を低減した「乾式CLT遮音床」を開発し、「音」の課題をクリアしています。

２階から３階（上部吹き抜け）への階段踏板もCLT（５層 厚150mm）が使用されています。

１階ピロティの吹き抜けを望める２階プロモーションス
ペース。

３階より２階吹き抜けを見る。剛接合仕口ユ
ニットに中間梁が付いているのが分かります。

さらに、従来の床断面よりも薄く、木材という軽量な材料で構成されるため、重量減による構
造計画の合理化・コストダウンを図ることが可能となりました。
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構造面では、南北面が一方向ラーメン構造（接合部を強くすることで筋交を必要としない
柱・梁だけで水平力に耐えられるフレームを形成する構造）、東西面が中間梁付ラーメン構
造と耐力壁付ラーメン構造となっています。高層木造建築物であるＰｏｒｔ Ｐｌｕｓは、ラーメン構
造の要となる接合部をより強化するため先に説明した「剛接合仕口ユニット」を導入してい
るほか、柱の少ない面には中間梁やＣＬＴ耐震壁を組み合わせて剛性と耐力を高めています。
また、建物中央部の東西方向にも「剛接合仕口ユニット」を、階段は各階で吊られたＣＬＴの
壁・床の上に鉄骨下地を組んで構築されています。地下は免震層を設けたＲＣ造となってい
ます。

３階プロモーションスペース。Port Plus に関する構造や建築技術等について、動画や分
かりやすい資料・見本を通じて深く知ることができるとっておきの空間です。

100分の１スケールの Port Plus。
構造架構がよく分かります。

打合せテーブル周りもシックな設えとなっています。
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省エネルギー・創エネルギーの優れた技術導入により、年間の一次エネルギー消費量をゼ
ロもしくはマイナスにできる建築物を指すＺＥＢ（ゼブ）を実現するのは難しい取組といわれて
います。そのような中、Ｐｏｒｔ ＰｌｕｓはＺＥＢの実現に向けて、分けられる３段階のうち、２番目の
ステップとなる「ＺＥＢ Ready」（再生可能エネルギーを除き、従来の建物で必要とされるエ
ネルギー消費量から50％以上の一次エネルギー消費量を削減した建築物）を取得していま
す。主に建物の外壁負荷を最小化して、自然エネルギーを積極的に活用しています。

５階の研修室にはキッチンテーブルが備え付けられています。

各階に大型タッチパネルがあり、直近１時間、
最新24時間の消費エネルギー状況が確認できる
ほか、自然換気の判定、トイレの使用状況、エ
レベータの位置や混雑度などを表示しています。
このパネルを使用してブラインドと照明の操作
も行えます。

５階のテラスはウッドデッキになっていて、外部を直接眺
めることができます。６階の天井部は木質ルーバーがアク
セントになり、樹木（ヤマボウシ）が木材に囲まれる不思
議な空間を創出しています。
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６階から７階を見上げる。開放感あふれる無柱空間の実現はラーメン構造の特性のひとつ。

窓際の棚にもＣＬＴが使用
されています。

梁（写真左右方向）のスパンは、10.2m。配管等のためのスリーブ（貫通孔）
にも筒型の石膏ボードを用いた耐火被覆を施しています。

７階研修室。
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取材の日は、すでに社員研修などの本格運用が始まっていましたが、ご厚意により８階小研
修室を見学することができました。空間に佇むと鳥のさえずりが聞こえ（森林環境音）、足下か
らは心安まる香りが広がり（香り空調）、森林内の空気に包み込まれた感覚になります。

８階小研修室。植物の緑やパステルカラーの家具類など、視覚からのリラックス効
果も期待できます。研修だけでなく、余暇の活用としてヨガレッスンも企画できそ
うな空間です。

外周部は緑化テラスに囲まれ、天井から生育管理された植物の緑が目に飛び込んできます。
オフィスに自然を感じて五感を刺激されることにより、利用者の健康や幸福感、集中度、創造性
を向上させるバイオフィリックデザインを取り入れて健康志向を充実させています。

近年、脱炭素社会への取組と併せて木材の価値が見直されるとともに、まるで過去の失わ
れた時間を取り戻すかのように、様々な革新的技術を導入した木造建築物が全国に続々と建
設され、目覚ましい発展を遂げています。 この潮流からいつしか純木造で地上１０階以上の
高層ビルが建つのでは、との期待が寄せられていましたが、ここまで早期に実現できるとは想
像の域を超えていました。

建築主：株式会社大林組
設計：大林組一級建築士事務所
施工：株式会社大林組
敷地面積：５６３.２８㎡ 建築面積：３９７.５８㎡
延床面積：３,５０２.８７㎡ 最高高さ：４４.１０m
軒高：４２.１４ｍ 階高：４ｍ
環境認証：ZEB Ready、CASBEE横浜 Sランク

１階ピロティを見上げる。

Pｏｒｔ Ｐｌｕｓ は、外観、構造、内装等のすべてにおいて言うまでもなく現代木造建築技術の
粋を集めた珠玉の高層木造建築物であり、林野庁が掲げる「グリーン成長」の柱のひとつで
ある都市等における「第２の森林づくり」を体現する先導的な役割を担うランドマークです。
今後は建設に当たり集積された知見や技

術、課題等について広く関係者に共有され、
さらなる木造建築技術等の発展に繋がって
いくことで、都市部に階層構造の発達した木
造建築物が建ち並ぶことも現実味を帯びて
きた感じがします。


